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皮膚障害物質データシート  

 

2,3,5,6-Tetrachloro-4-(methylsulfonyl)pyridine  (TCMSP) 
 

 化学構造式

(Structure)

化学物質名 2,3,5,6-Tetrachloro-4-(methylsulfonyl)pyridine  (TCMSP) 
(Generic Name) 2,3,5,6-テトラクロロ-4-(メチルスルホニル)ピリジン

元素組成、分子量 C6H3Cl4NO2S　=  294.97
(Molecular Formula, 
Molecular Weight）

NITE-CHRIP ID C006-569-22A

 用途 抗菌防臭加工剤、殺菌剤

(Use, Activity)

 

化合物情報、皮膚障害情報 

　TCMSP は、農薬用の抗菌剤として用いられていた。その後、ポリ塩化ビニル用抗菌剤

として使用され、製品が出回るようになった。TCMSP は、デスクマットによるアレルギ

ー性接触皮膚炎が多発(1,2,4-9)、抗菌加工された椅子(3  )の原因物質として特定された。

　TCMSP は、1999 年に日本でデスクマットによるアレルギー性接触皮膚炎が発生し、現

在（2023 年）まで、継続して発生し続けている。回収が行われたが、製品寿命も長いと

 想定されるため、製品が残存するかぎり発生するものと思われる。

　NITE には、2005 年に 12  件の事故情報が報告され、毎年、報告が継続している。

デスクマットの製造、販売事業者は、症例発生後回収を行ったが、過去に販売した製品

によるアレルギー性接触皮膚炎が継続して発生している。 

　事故原因究明テストの結果、TCMSP がパッチテストで陽性反応（TCMSP 0.1%pet +++, 
0.01%pet ++(7)）を示し、アレルギー性接触皮膚炎の原因物質として確認された。長期の

 皮膚接触により感作が成立し、アレルギーを発症したものと考えられる。

　TCMSP は、局所リンパ節アッセイ  (LLNA 法)による感作性のリスク評価が行われ、

強感作物質であるとされた(10)。 
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コクヨ抗菌デスクマットをお使いのお客様へ  お詫びとお知らせ

https://www.kokuyo.co.jp/newsroom/info/important/20100824.html(20251208 確認) 

 消費者庁リコール情報サイト

コクヨ S&T「抗菌デスクマット」 -  交換／回収

https://www.recall.caa.go.jp/result/detail.php?rcl=00000001340(20251208 確認) 

NITE リコール情報「NITE SAFE-Lite  」

2006/12/26　デスクマット　（再社告）　コクヨＳ＆Ｔ株式会社　整理番号　2006122601 
https://www.nite.go.jp/jiko/jikojohou/safe-lite.html 
 

NITE 事故情報（NITE-Accident information）「NITE SAFE-Lite」 

2005-0856  　　　　　デスクマット

2005-1165           デスクマット

2005-1311 ～ 1320    デスクマット

 合計事故発生件数

1,383 件（20230801  時点）

https://www.nite.go.jp/jiko/jikojohou/safe-lite.html 
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